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激闘！町民球技大会
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令和３年度　決算報告
　令和３年度の決算がまとまり、９月議会定例会で承認されました。町民の皆さんに納めていただいた税
金や国から交付された地方交付税などがどのように使われたか、また、池田町の財政状況はどうなってい
るかなど概要をお伝えします。
※増減は令和２年度と比較したものです。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
54
億
９
２
７
８
万
円
（
16
・
１
％
減
）
、
歳
出
が

54
億
１
５
３
８
万
円
（
16
・
６
％
減
）
で
、
翌
年
度
へ
の
繰
り
越
し
分
を
除
く
実
質
収
支
は

５
１
８
３
万
円
の
黒
字
で
し
た
。

地
方
交
付
税
が
大
幅
増

　

町
税
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
町
民
税
（
個
人
分
）
が

減
少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
２
９
４
３
万
円
の
減
（
△
３
・
１
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
再
算
定
に
よ
り
約
１
億
円
が
追
加
交
付
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら

２
億
８
６
３
４
万
円
の
大
幅
増(

＋
13
・
６
％)

と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
特
別
定
額
給
付
金
分
が
減
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

８
億
５
４
６
４
万
円
の
減
（
△
52
・
９
％
）
、
県
支
出
金
も
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

終
了
な
ど
に
よ
り
７
９
９
７
万
円
の
減
（
△
20
・
４
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
、ふ
る
さ
と
応

援
寄
付
金
が
１
億
円
の
大

台
を
突
破
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
４
２
０
３
万
円
の
増

（
＋
57
・
０
％
）
と
な
り
ま

し
た
が
、
て
る
て
る
坊
主

の
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の

繰
入
は
行
わ
な
か
っ
た
た

め
、
繰
入
金
は
５
４
９
７
万

円
の
減
（
△
70
・
５
％
）
、

町
債
は
、
ご
み
処
理
施
設

整
備
事
業
の
終
了
な
ど
に

よ
り
３
億
１
７
４
０
万
円

の
減
（
△
50
・
６
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
と
区
分

し
、
特
定
の
収
入
と
支
出
で
経
理
を
行

う
会
計
で
す
。
令
和
３
年
度
は
す
べ
て

の
特
別
会
計
で
黒
字
で
し
た
。

1 一般会計

歳入歳入

3 特3 特別会計別会計
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歳入総額 54億9,278万円

町税
9億1,776万円
16.7%

町税
9億1,776万円
16.7%

使用料
および
手数料
7,050万円
1.3%

使用料
および
手数料
7,050万円
1.3%

地方交付税
23億9,082万円
43.5%

地方交付税
23億9,082万円
43.5%

国庫支出金
7億6,111万円
13.9%

国庫支出金
7億6,111万円
13.9%

町債
3億1,020万円
5.6%

町債
3億1,020万円
5.6%

県支出金
3億1,180万円
5.7%

県支出金
3億1,180万円
5.7%

※１自主財源　町が自主的に収入にできる財源
※２依存財源　国や県から交付される財源など

自主財源
13億7,806万円
25.1%

自主財源
13億7,806万円
25.1%

※1

依存財源
41億1,472万円
74.9%

依存財源
41億1,472万円
74.9%

※2

（　　　）（　　　）
その他
繰入金、繰越金、
諸収入など
3億8,980万円
7.1%

その他
繰入金、繰越金、
諸収入など
3億8,980万円
7.1%

（　　　）（　　　）
その他
地方譲与税、
地方消費税交付金、
地方特例交付金など
3億4,079万円 6.2%

その他
地方譲与税、
地方消費税交付金、
地方特例交付金など
3億4,079万円 6.2%

会計名 歳入額 歳出額 差引額
後期高齢者医療特別会計 1億5,288万円 1億5,256万円 32万円 
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1,659万円 1,647万円 12万円 
工 場 誘 致 等 特 別 会 計 608万円 0万円 608万円 

会計名 歳入額 歳出額 差引額

国民健康保険
特 別 会 計

11億1,506万円 11億1,253万円 253万円
自営業の方や他の医療保険に加入されない方のため
の医療保険給付、特定健診等の保健事業の実施
●被保険者：2,203 人（1,470 世帯）
●保険給付の状況：8 億 1,478 万円



基
金
に
積
み
増
し

　

性
質
別
で
は
、
扶
助
費
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
実
施
し

た
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

や
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時

特
別
給
付
金
に
よ
り
２
億
１
６
８
９
万
円

の
増
（
＋
46
・
６
％
）
、
積
立
金
は
公
共
施

設
等
整
備
基
金
や
減
債
基
金
へ
積
み
立
て

た
こ
と
か
ら
４
億
７
３
６
４
万
円
の
増
（
＋

３
９
１
・
８
％
）
、
補
助
費
等
は
、
特
別
定

額
給
付
金
や
商
品
券
発
行
分
が
減
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
15
億
９
６
９
３
万
円
の
減
（
△

61
・
７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

目
的
別
で
は
、
ご
み
処
理
施
設
整
備
事

業
や
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
、

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
な
ど
の
大
型
事

業
が
令
和
２
年
度
で
一
段
落
し
た
こ
と
か

ら
、
衛
生
費
は
２
億
１
０
６
０
万
円
の
減

（
△
35
・
９
％
）
、
土
木
費
は
７
２
４
６
万

円
の
減
（
△
14
・
２
％
）
、
農
林
水
産
業
費

は
１
億
２
１
７
２
万
円
の
減
（
△
28
・
４
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

公
営
企
業
会
計

は
、
独
立
採
算
が

原
則
で
、
民
間
企

業
と
同
様
に
事
業

収
益
で
運
営
す
る

会
計
で
す
。

　

水
道
事
業
と
下

水
道
事
業
が
あ

り
、
ど
ち
ら
も
黒

字
で
し
た
。

2 一般会計

歳出歳出

4 公4 公営企業営企業会会計計
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歳出総額 54億1,538万円

民生費
16億323万円
29.6%

民生費
16億323万円
29.6%

総務費
11億9,567万円
22.1%

総務費
11億9,567万円
22.1%公債費

5億7,308万円
10.6%

公債費
5億7,308万円

10.6%

衛生費
3億7,646万円
6.9%

衛生費
3億7,646万円
6.9%

土木費
4億3,610万円
8.0%

土木費
4億3,610万円
8.0%

教育費
4億6,877万円
8.7%

教育費
4億6,877万円
8.7%

農林水産業費
3億747万円 5.7%
農林水産業費
3億747万円 5.7%

商工費
1億3,411万円 2.5%
商工費
1億3,411万円 2.5%消防費

1億7,479万円 3.2%
消防費
1億7,479万円 3.2%

議会・労働・災害復旧費
1億4,570万円 2.7%
議会・労働・災害復旧費
1億4,570万円 2.7%

人件費
10億2,331万円
18.9%

人件費
10億2,331万円
18.9%

公債費
5億7,308万円
10.6%

公債費
5億7,308万円
10.6%

扶助費
6億8,257万円
12.6%

扶助費
6億8,257万円
12.6%

補助費等
9億9,097万円
18.3%

補助費等
9億9,097万円
18.3%

維持補修費
3,050万円  0.6%
維持補修費
3,050万円  0.6%

物件費
6億6,134万円
12.2%

物件費
6億6,134万円
12.2%

繰出金
4億2,822万円
7.9%

繰出金
4億2,822万円
7.9%

積立金
5億9,452万円
11.0%

積立金
5億9,452万円
11.0%

普通建設事業費
3億4,796万円 6.4%
普通建設事業費
3億4,796万円 6.4%

災害復旧事業費
8,291万円 1.5%
災害復旧事業費
8,291万円 1.5%

性質別目的別

義務的経費
22億7,896万円
42.1%

義務的経費
22億7,896万円
42.1%

投資的経費
4億3,087万円

7.9%

投資的経費
4億3,087万円

7.9%

その他の経費
27億555万円
50.0%

その他の経費
27億555万円
50.0%

会計名 事業収益 事業費用 差引利益
水 道 事 業 会 計 2億2,842万円 1億5,405万円 7,437万円
下水道事業会計 5億2,042万円 4億434万円 1億1,608万円

民生費
介護給付訓練等給付費 2億5,632万円

コ 子育て世帯への臨時特別給付金 1億1,452万円
コ 住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金 9,601万円
総務費

ふるさと納税業務 5,242万円
移住定住補助金 2,529万円

教育費
池田松川施設組合負担金（給食センター分） 7,981万円

コ GIGA スクール構想推進事業 3,628万円
土木費

下水道事業会計負担金 2億6,500万円
道路改良事業 7,532万円

衛生費
コ 水道料金軽減事業 2,919万円
農林水産業費

会染西部地区ほ場整備事業負担金 6,742万円
多面的機能支払交付金 5,701万円

消防費
北アルプス広域連合常備消防費負担金 1億4,288万円

商工費
コ 中小企業事業継続支援給付金 2,907万円

コ…新型コロナウイルス感染症対策事業

令和3年度の主な事業
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55 町町  債債

66 基基  金金

町
民
１
人
あ
た
り
の

町
債
の
残
高
は
94
万
円

　

町
債
に
は
、
財
政
負
担
の
平

準
化
と
世
代
間
の
負
担
公
平
を

図
る
と
い
う
２
つ
の
機
能
が
あ

り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
決
算
の
町
債

（
借
金
）
の
残
高
は
、
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会

計
合
わ
せ
て
88
億
８
０
１
６
万

円
で
す
。
町
民
１
人
当
た
り
に

換
算
す
る
と
約
94
万
円
に
な
り

ま
す
。
（
令
和
４
年
３
月
31
日

現
在
人
口
９
４
８
９
人
で
算

出
）

　

過
去
５
年
間
の
推
移
を
み
る

と
、
一
般
会
計
は
近
年
の
大
型

事
業
等
の
実
施
に
よ
り
多
額
の

借
り
入
れ
を
し
た
た
め
、
残
高

は
令
和
３
年
度
を
除
い
て
増
え

て
い
ま
す
が
、
全
体
で
は
毎
年

減
少
し
て
い
ま
す
。

基
金
残
高
は
20
億
ま
で
回
復

　

基
金
は
経
済
の
急
激
な
変
化
で

大
幅
な
税
収
減
に
見
舞
わ
れ
る
、

あ
る
い
は
災
害
が
発
生
す
る
な
ど

と
い
っ
た
思
わ
ぬ
支
出
、
多
額
の

経
費
が
か
か
る
公
共
施
設
の
整
備

な
ど
の
特
定
の
目
的
を
持
っ
て
積

み
立
て
る
「
貯
金
」
で
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
公
共
施
設
等

整
備
基
金
に
４
億
２
２
０
０
万

円
、
減
債
基
金
に
１
億
５
０
０
万

円
を
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
、

基
金
全
体
で
は
５
億
７
６
７
５
万

円
増
え
20
億
２
５
１
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

大
型
事
業
等
で
基
金
を
取
り
崩

し
た
た
め
、
令
和
元
年
度
ま
で
は

基
金
残
高
は
減
り
続
け
ま
し
た

が
、
歳
出
見
直
し
や
地
方
交
付
税

の
増
な
ど
に
よ
り
令
和
２
年
度
以

降
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。

0

20

40

60

80

100

120
町債残高の推移

一般会計
簡易水道事業特別会計
水道事業会計
下水道事業会計

うち臨時財政対策債※

（年度末）

（億円）

計 88億8,016万円計 88億8,016万円計 94.6計 94.6計 97.8計 97.8計 99.2計 99.2計 101.8計 101.8

※国から交付されるべき地方
交付税の不足分を補うため
に設けられているもので、元
利償還金相当額が全額交付
税措置されます。

48.9 49.6 51.8 52.3

0.6 0.5 0.5 0.42.8 1.9 1.0 0.4

49.5 47.2 44.5 41.5

21.6 21.4 20.7 19.9

H29 H30 R1 R2 R3

38億4,155万円38億4,155万円

4,471万円4,471万円
1,445万円1,445万円

49億7,945万円49億7,945万円

19億4,447万円19億4,447万円

※1 公営企業の積立金は含まれていません　※2 国保基金は国保財政調整基金と国保高額医療費資金貸付基金の合計額

基金残高※1の推移

財政調整基金 減債基金 特定目的基金 国保基金※2
（年度末）

8.3 6.5
4.4 4.8

0.90.9
1.11.1

1.11.1 1.11.1

11.011.0

8.58.5

5.75.7 6.16.1

2.02.0

2.22.2

2.22.2 2.22.2

計22.2

計18.3

計13.4 計14.2

0

5

10

15

20

25

H29 H30 R1 R2 R3

（億円）

計20億251万円計20億251万円

2億491万円2億491万円

10億7,664万円10億7,664万円

2億2,000万円2億2,000万円

5億96万円5億96万円

【特定目的基金の内訳】
公 共 施 設 等 整 備 基 金 7億7,658万円
福 祉 基 金 1億17万円
土 地 開 発 基 金 2,189万円
て る て る ぼ う ず 作
詞 者 浅 原 六 朗 基 金 1,885万円

ス ポ ー ツ 振 興 基 金 1,027万円
ふるさと・水と土基金 552万円
て る て る 坊 主 の ふ
る さ と 応 援 基 金 1億3,402万円

森 林 環 境 譲 与 税 基 金 807万円
新型コロナウイルス感
染症対策利子補給基金 127万円
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7 健7 健全化判断比率全化判断比率
資資金不足比率金不足比率

88 経常収支比率経常収支比率

健全化判断比率
「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」は、一般会計等およ
び全会計の合計で黒字となったため比率は表示されません。
「実質公債費比率」は、単年度数値は前年度より 1.5 ポイント
低下し 11.1％でしたが、過去 3 年間の平均値は対前年度比で 0.5
ポイント上昇し 12.6％でした。
「将来負担比率」は、将来負担額より充当可能な財源が多かっ
たため表示されません。

資金不足比率
公営企業会計の資金不足割合から経営状況の深

刻度を見る比率です。
すべての会計で資金不足はありませんでした。

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
地
方
公
共

団
体
は
毎
年
度
、
実
質
的

な
赤
字
や
将
来
負
担
に
か

か
る
指
標
（
健
全
化
判
断

比
率
）
と
、
公
営
企
業
ご

と
の
資
金
不
足
率
（
資
金

不
足
比
率
）
を
議
会
に
報

告
し
、
公
表
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
毎
年
経
常
的
に
支
出

さ
れ
る
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な

ど
）
の
た
め
に
、
町
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
の

「
経
常
一
般
財
源
」
と
呼
ば
れ
る
経
常
的
な
収

入
が
ど
れ
だ
け
充
て
ら
れ
た
か
を
示
す
比
率
で

す
。
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
お

金
が
多
く
、
臨
時
的
な
財
政
需
要
に
も
対
応
で

き
る
余
力
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
81
・
７
％
で
２
年
度
よ
り

７
・
７
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
ま
し
た
が
、
地
方
交

付
税
が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
が
数
値
改
善
の
大

き
な
要
因
で
す
。

［
問
い
合
せ
先
］　

総
務
課  

財
政
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

経常収支比率の推移

84.9 85
91.5 89.4

81.7

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

H29 H30 R1 R2 R3 （年度）

（％）

指標 指標の意味 令和3年度 早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 一般会計等の赤字から財政運営の深
刻度を見る比率 ― 15.0% 20.0%

連結実質赤字比率 全会計の合計が赤字の場合算出され
る率で財政運営の深刻度を見る比率 ― 20.0% 30.0%

実 質 公 債 費 比 率 借金の返済額などの大きさから、資
金繰りの危険度を見る比率 12.6% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率 一般会計等の負債の残高から、将来
の財政への圧迫度を見る比率 ― 350.0% ―

近年の大型事業等の実施による町債の借入増加により、実質公債費比率は
右肩上がりとなっています。

18％以上で町債の発行に県知事の許可が必要となり、25％以上で一部の町
債発行が制限されます。

令和10年度までのシミュレーションでは、ピークでも18％は超えない見通し
ですが、予測を上回ることのないよう、今後事業導入する際は慎重に判断して
いく必要があります。 

（％）

（年度）

実質公債費比率の推移実質公債費比率の推移

8.8
10.4

11.8 12.1 12.6

0

2

4

6

8

10

12

14

H29 H30 R1 R2 R3

指標 令和3年度 経営健全化基準
簡易水道事業

特別会計 ―
20.0%水道事業会計 ―

下水道事業会計 ―



  内山 泰全（十日市場）

担当：林中・内鎌・和合・
十日市場・高瀬橋南

令和４年４月１日から（一部 10 月１日から）活動中の農業委員および農地利用最適化推進委員を紹介します。
写真は左上から右へ議席番号順。敬称略。

丸山 俊明（渋南）

担当：渋坂・坂下・中木
戸・新屋敷・渋南

山本 春彦（中之郷）

担当：鵜山・中之郷・南
台

横山 健一（林中）

担当：林中・内鎌・和合・
十日市場・高瀬橋南

村山 一峰（正科）

担当：堀の内・正科・北
山・中央

村山 高由基（滝沢）

担当：会染・中鵜・陸郷

丸山 史子（一丁目）

担当：二丁目・三丁目・
四丁目・五丁目

勝家 健充（花見）

担当：池田・広津

村山 武（滝沢）

担当：滝沢・滝の台

片瀬 善昭（四丁目）

会長

中山 博（吾妻町）

担当：豊町・一丁目・吾
妻町・東町

平林 信一（鵜山）

担当：会染・中鵜・陸郷

田中 貴子（内鎌）

担当：林中・内鎌・和合・
十日市場・高瀬橋南

師岡 盛隆（坂下）

担当：渋坂・坂下・中木
戸・新屋敷・渋南

薄井 治（堀の内）

担当：池田・広津

小林 伸司（中島）

担当：中島・半在家・千本
木台・相道寺・花見・陸郷

農業委員　12 名

農地利用最適化推進委員　４名

【問い合せ先】農業委員会事務局　℡ 62-3127

農業委員会委員を紹介します農業委員会委員を紹介します

広報いけだ 6



1111 月月1313 日日～日日～1919 日土は日土は全国糖尿病週間全国糖尿病週間 ですです

世世 界 糖 尿 病 デ ー と 全 国 糖 尿 病 週 間界 糖 尿 病 デ ー と 全 国 糖 尿 病 週 間
　国際連合では血糖値を下げる「インスリン」というホルモンを発見したバンティング博士の誕生日
である 11 月 14 日を「世界糖尿病デー」としています。日本では 14 日を含む１週間を「全国糖尿病
週間」として糖尿病予防のための啓発活動が行われています。

糖尿病はどんな病気なの？

糖尿病の発症予防と
　重症化予防が大切です

健診結果を確認してみましょう

糖尿病はインスリンの分泌量や働き
が低下し、血糖値の高い状態が続くこ
とで発症します。糖尿病には、自己免
疫が要因となる「１型糖尿病」と、過
食・肥満・運動不足・ストレスなど生
活習慣が要因となる「２型糖尿病」が
あります。

町の特定健診の結果では糖尿病が強
く疑われる人の割合は男性 19.5%、女
性 11.7% となっており、県よりも高
い割合です（図 1）。糖尿病の初期に
は自覚症状がほとんどないため、気づ
かないうちに病気が進行してしまう可
能性があります。治療中断や高血糖状
態を長期間放っておくと腎症などの合
併症や心筋梗塞、脳卒中を起こしやす
くなります。

糖尿病は血糖値と HbA1c で判断し
ます。ぜひ健康診断を受けて健康状態
を確認し生活習慣を振り返る機会とし
ましょう。

　健診の検査項目に HbA1c の値があ
りましたら、表１で値を確認してみま
しょう。正常値よりも高い場合は生活
習慣の見直しや、糖尿病領域であれ
ば、かかりつけの医師に相談してみま
しょう。

【問い合せ先】
健康福祉課  健康増進係

℡ 61-5000

【図１】

【表１】

広報いけだ 7

１．糖尿病の診断基準となる値

血糖値 空腹時126mg/dL以上または随時200mg/dL以上

HbA1c 6.5％以上

正常 正常高値 境界領域 糖尿病領域
（糖尿病が強く疑われる）

HbA1c 値 ~5.5％ 5.6％～ 6.0％～ 6.5％～

血色素 ヘモ グロビン
鉄 蛋白

ヘモグロビンに糖がくっついた糖化ヘモグロビン

糖

時間で変化する血糖と違って
約2か月の平均血糖値を反映赤血球の寿命は4か月

ヘモグロビンＡ1c２ヘモグロビンは赤血球の成分１

２．HbA1c（ヘモグロビンエーワンシー）とは

３．余分な糖が血液中の物質とくっつくと

物質名 高血糖状態が続くと…
動　

脈　

硬　

化

赤血球 細胞に酸素を運べない

コラーゲン 線維が固く変化しもろくなる

アルブミン 傷が治りにくい

白血球 感染に弱くなる

池田町
【男性】 【女性】

池田町国保 19.5 11.7
長野県 9.8 11.8
全国 19.7 10.8

全国（H28） 16.3

町：特定健康診断結果　県：県民健康栄養調査結果　国：国民健康栄養調査結果

19.5

11.7
9.8

11.8

19.7

10.8

0

5

10

15

20

25

】性女【】性男【

（％）

糖尿病が強く疑われる者（HbA1c6.5％以上・

糖尿病治療者・治療中断者等）の割合（R1）

池田町国保 長野県 全国



　

空
き
缶
・
金
属
類
は
こ
う
し
て
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

◆
空
き
缶　

出
し
方
…
も
え
な
い
ご
み
袋
へ
入
れ
る

○
空
き
缶
と
は
？

　

人
の
口
に
入
る
も
の
（
食
品
や
飲
料
）
が
入
っ
て
い
た

も
の
の
み
で
、
《
ス
チ
ー
ル
マ
ー
ク
》
か
《
ア
ル
ミ
マ
ー

ク
》
の
ど
ち
ら
か
が
つ
い
て
い
る
も
の
を
さ
し
ま
す
。

①　

中
を
さ
っ
と
洗
う

　

汚
れ
て
い
る
と
腐
敗
や
腐
食
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
汚
れ
た
ま
ま
だ
と
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
際
に
、
洗

浄
や
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
選
別
な

ど
、
余
分
な
手
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

②　

ス
チ
ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶
は
同
じ
袋

　

処
理
施
設
で
、
磁
石
に
つ
く
ス
チ
ー
ル
（
鉄
）
と
磁

石
に
つ
か
な
い
ア
ル
ミ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
分
け
ず
に
同
じ
袋
で
出
し
て
も
大
丈
夫
で
す
。

③　

つ
ぶ
せ
る
缶
は
つ
ぶ
す

　

ス
チ
ー
ル
缶
な
ど
つ
ぶ
し
に
く

い
缶
は
そ
の
ま
ま
出
し
て
も
大
丈

夫
で
す
が
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
つ

ぶ
し
や
す
い
缶
は
、
つ
ぶ
す
こ
と

で
、
か
さ
ば
ら
ず
に
済
み
ま
す
。

④　

ふ
た
（
キ
ャ
ッ
プ
）
は
外
し
て
出
す

　

ふ
た
（
キ
ャ
ッ
プ
）
が
し
ま
っ
た
ま
ま
だ
と
、
容
器

内
に
中
身
が
残
っ
て
い
る
か
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
中
身

が
残
っ
て
い
る
と
悪
臭
が
発
生
し
た
り
、
回
収
時
や
リ

サ
イ
ク
ル
時
に
キ
ャ
ッ
プ
が
飛
ん
だ
り
す
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。

◆
金
属
類　

出
し
方
…
も
え
な
い
ご
み
袋
へ
入
れ
る

○
ス
プ
レ
ー
缶

　

ガ
ス
な
ど
の
内
容
物
が
残
っ
て
い
る
と
収
集
車
の
中
で

爆
発
、
炎
上
と
い
う
事
故
が
起
こ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

中
身
が
使
い
き
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
周
囲
に
火
の
気
が

な
い
か
十
分
注
意
し
て
、
中
身
が
空
に
な
る
ま
で
噴
射

後
、
必
ず
穴
を
あ
け
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
危
険
物
（
針
、
カ
ッ
タ
ー
の
刃
、
釘
、
包
丁
な
ど
）

　

そ
の
ま
ま
入
れ
る
と
袋
を
破
い
て
し
ま
い
そ
う
な
物

は
、
細
か
け
れ
ば
空
き
缶
な
ど
に
入
れ
て
、
ガ
ム
テ
ー
プ

な
ど
で
封
を
し
て
、
そ
の
テ
ー
プ
に
「
針
」
、「
カ
ッ
タ
ー

の
刃
」
な
ど
と
記
入
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

包
丁
な
ど
の
大
き
な
も
の
は
、
刃
の
部
分
を
厚
紙
な
ど

で
包
ん
で
か
ら
、
他
の
金
属
類
の
一
番
上
に
な
る
よ
う
に

（
回
収
時
に
見
え
る
よ
う
に
）
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
外
せ
る
も
の
は
、
な
る
べ
く
外
す

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
、
紙
な
ど
が
つ
い
て
い
る

場
合
は
、
取
り
外
せ
る
も
の
は
、
な
る
べ
く
取
り
外
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
べ
や
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
持
ち
手
が
取
れ
な
い(

分

け
る
こ
と
が
で
き
な
い)

場
合
は
、
そ
の
ま
ま
金
属
と
し

て
指
定
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

○
既
に
実
践
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
み
削
減
は
、
ご
み
の
処
理
の
過
程
や

焼
却
で
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
日
頃
の
工
夫
を
周
り
の
方
に
も
お
知
ら

せ
い
た
だ
き
、
ご
み
削
減
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

令令
和
４
年
度
も
え
る
ご
み
削
減
に
向
け
た

和
４
年
度
も
え
る
ご
み
削
減
に
向
け
た

町町
民
重
点
ア
ク
シ
ョ
ン

民
重
点
ア
ク
シ
ョ
ン

　
①
生
ご
み
は
水
を
絞
っ
て
軽
量
化

　
②
紙
ご
み
は
エ
コ
資
源
。

燃
や
さ
ず
分
別
！
リ
サ
イ
ク
ル
！
　

地球温暖化防止　経費削減のため地球温暖化防止　経費削減のため
もえるごみ 50% 削減を目指しましょうもえるごみ 50% 削減を目指しましょう
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◆
活
動
の
窓
◆

「
簡
単
ベ
ト
ナ
ム
料
理
講
座
」

　

10
月
６
日
に
み
の
り
塾
第
９

回
講
座「
れ
ん
さ
ん
の
簡
単
ベ

ト
ナ
ム
料
理
講
座
」を
創
造
館

で
開
催
し
ま
し
た
。町
内
で
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
を
営
む
、れ
ん
さ

ん
を
講
師
に
お
招
き
し
ベ
ト
ナ

ム
料
理「
ブ
ン
・
ボ
ー
・
サ
オ
」を

作
り
ま
し
た
。初
め
て
作
る
料

理
で
し
た
が
、非
常
に
簡
単
で

み
な
さ
ん「
美
味
し
い
！
」と
大

満
足
で
し
た
。

な
ん
で
も
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

　

９
月
18
日
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ「
大
か
え
で
倶
楽

部
」は
、「
な
ん
で
も
ス
ポ
ー
ツ

体
験
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。親

子
な
ど
70
人
以
上
が
参
加
し
、

フ
リ
ー
ブ
ロ
ー
、ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
、ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、ス
ラ

ッ
ク
ラ
イ
ン
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

町
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
も

協
力
し
て
、道
具
の
使
い
方
や

体
の
使
い
方
を
指
導
し
、触
れ

合
う
こ
と
の
少
な
い
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
体
験

し
ま
し
た
。

公
民
館
か
ら

公
民
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

【
問
】交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡（
６
２
）２
０
５
８

【
問
い
合
せ
先
】総
合
体
育
館

℡（
６
２
）７
６
５
４

▲「ブン」は米粉、「ボー」は牛肉、
　「サオ」は炒めるの意味

続
・
ふ
る
さ
と
講
座
開
催

続
・
ふ
る
さ
と
講
座
開
催

「
真
綿
づ
く
り
に
挑
戦
！
」

「
真
綿
づ
く
り
に
挑
戦
！
」

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

　

昨
年
、コ
ロ

ナ
禍
で
延
期

と
な
っ
て
い

た
講
座
で
す
。

　

前
回
、「
真

綿
と
木
綿
ワ

タ
を
つ
か
っ

て
小
座
布
団

を
つ
く
ろ
う
」の
講
座
が
好
評
で
し
た
。座
布

団
づ
く
り
に
必
要
な
真
綿
そ
の
も
の
の
入
手

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。今

回
は
、前
講
座
の
続
編
と
し
て
、繭
玉
か
ら
真

綿
づ
く
り
を
試
み
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

《
日
時
》
11
月
10
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

《
場
所
》創
造
館

《
講
師
》宮
嶋  
通
江  

さ
ん

《
内
容
》１
人
２
枚
の
真
綿
を
つ
く
り
ま
す

《
対
象
》ど
な
た
で
も

《
定
員
》
10
人

《
申
込
》電
話
に
て
先
着
順
で
受
付
。定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

《
持
ち
物
》エ
プ
ロ
ン
、タ
オ
ル

※
温
水
を
使
う
た
め
、濡
れ
て
も

よ
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

《
参
加
費
》５
０
０
円

【
申
込
・
問
合
せ
先
】創
造
館
℡（
６
２
）６
０
６
５

▲真綿をひっぱりのばす
　（前回講座の様子）

『—

大
篠
田
展
―
信
州
陶
芸
の
創
生
か
ら
現
在
へ
』

11
月
３
日
か
ら
開
催
！！

　

明
治
か
ら
令
和
の
現
在
ま
で
、信
州
の
陶
芸
界
を
け
ん
引
し
て
き

た
篠
田
一
族
の
展
覧
会
で
す
。

　

飯
田
、天
竜
峡
焼
篆
刻
陶
器
の
篠
田
と
く
斉
。松
本
浅
間
温
泉
で
女

鳥
羽
焼
を
創
始
し
た
鉄
石
。信
州
を
代
表
す
る
陶
芸
家
と
し
て
名
を

は
せ
た
義
一
。義
一
の
師
で
あ
り
、義
父
で
も
あ
る
人
間
国
宝
近
藤
悠

三
。義
一
の
志
を
継
ぐ
子
典
明
、弘
明
、明
子
。典
明
の
子
裕
貴
。５
代

に
わ
た
る
一
族
８
人
の
見
応
え
の
あ
る
力
作
を
一
堂
に
展
観
し
ま
す
。

《
会　
　

期
》11
月
３
日（
木
）～
３
月
19
日（
日
）

《
休
館
日
》月
曜
日
・
12
月
11
日（
日
）～

　
　
　
　
　

２
月
28
日（
火
）の
間
は
冬
期
休
館

《
開
館
時
間
》午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
（
最
終
入
館
午
後
４
時
）

《
会　
　

場
》企
画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》一
般
５
０
０
円（
４
５
０
円
）

　
　
　
　
　

高
大
生
３
０
０
円（
２
５
０
円
）

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

※（ 

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

※
同
時
開
催『
信
州
池
田
ク
ラ
フ
ト
展
』入
場
無
料

　

当
館
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、

臨
時
休
館
や
開
館
時
間
の
短
縮
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。最
新

情
報
や
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
諸
注
意
を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://navam
.jp

）に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、事
前
に
ご
確
認

の
上
、お
越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）℡（
６
２
）６
６
０
０

【
ご
来
館
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

▶「
金
彩
山
岳
飾
皿
」

　

篠
田
義
一

▲スラックラインに挑戦中

クラフトパーク＆創造館だよりクラフトパーク＆創造館だよりクラフトパーク＆創造館だより
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☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆ 11 月の休館日　 ７・14・21・28・29 日

（29 日は月末館内整理休館です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

午前 10 時　おはなしでてこ～い ‼
土曜ふるさとクラブ・『まちとしょクラブ』のお友
だちが読み聞かせや紙芝居を実演します。

午前 10 時 30 分　つくってあそぼ ‼「おかしのいえ」
　　お話に出てくるお菓子の家を作ります
午前 10 時 30 分　ぶっくかふぇ・いけだ ( 休日版 )
　　本との素敵なひとときを楽しみませんか
　　～おすすめの一冊をお持ち寄りください～
午後１時 30 分
　映画上映会『海の上のピアニスト』（大人向け）

11 月 12 日（土）11 月 12 日（土）
11 月 13 日（日）11 月 13 日（日）
午前 10 時　パッケージクラフトで遊ぼう
　　空き箱でバーモントベアを作ります
午前 10 時
　映画上映会『ゆかいなくるま大集合』（子ども向け）
午後１時 30 分
　まちとしょ開館 40 周年記念講演
　　講師　県立長野図書館長　森いづみ　氏
　　『ここはみんなの考・楽・知

～池田町図書館への期待～』

【申込・問い合せ先】池田町図書館　℡ 62-5659

第 24回図書館まつりのお知らせ第 24回図書館まつりのお知らせ

本のリサイクル広場
11 月 12 日（土）～ 23 日（水）　なないろスペース
『交流センターかえでの会・図書館部会』の会員
の皆さんの運営で開催します。

両日・なないろスペースで開催
　使ってみましょ ‼ 図書館活用塾
　　図書館情報活用のコツ、お教えします。

会場　交流センターかえで

いずれも参加無料

田中 達也 作
（白泉社）

マグロのおすしがお
店に買い物にやってき
た！タマゴ、エビとたく
さんあるすしネタから、
何に変身するのかな ?

すみずみまで楽しい「みたて」の写真絵本。

女人京都

その他の新着書
みその本 飛田和緒
天下大乱 伊東潤
麻阿と豪 諸田玲子
夏日狂騒 窪美澄
しろがねの葉 千早茜
リバー 奥田英朗
言葉を植えた人 若松英輔
ねことことり なかの真実
くろ きくちちき

にっぽんのスズメ 中野さとる
ホロヴィッツホラー
 アンソニー・ホロヴィッツ
ぼくたちはまだ出逢っていない
 八束澄子
きょうりゅうかくれんぼ
 アレックス・ラティマー
エルマーのたんじょうび？
 デビッド・マッキー
だじゃれむかしむかし 長谷川義史

酒井 順子 著
（小学館）

京都に生きた女たちの足
跡を、エッセイスト・酒井順
子が辿る。

この本を読むと、京都の
歴史や文学がぐっと身近に
なること間違いなし。

おすしが　ふくを　かいにきた
ズラータ・イヴァシコワ 文・絵 

（世界文化社）
マンガの世界だけだと思

っていた戦争が起きた。母
が工面した全財産 16 万円
を持って日本避難に運命を
かけた少女の、140 日間の
日記。

ウクライナから来た少女　ズラータ、16歳の日記

視聴覚資料（CD・DVD）の視聴覚資料（CD・DVD）の
貸出を始めました貸出を始めました

　これまでご要望が
多かった、音楽や映
画などの視聴覚資料
を貸し出しています。
貸出数：一人１点
貸出期間：２週間

広報いけだ 10



　

今
回
は
、
働
き
方
や
男
女
共
同
参
画
の
取

り
組
み
を
中
心
に
、
代
表
の
勝
野
則
男
さ
ん

と
部
長
の
小
椋
梢
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
２
回
に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。

　

会
社
の
こ
と

　

勝
野　
　

私
は
池
田
町
の
出
身
で
、
こ
の

場
所
で
１
９
８
８
年
に
開
業
し
、

２
０
０
０
年
に
法
人
登
記
し
ま
し

た
。
差
し
歯
や
入
れ
歯
な
ど
を
作

る
仕
事
で
す
。
私
一
人
で
始
め
た

事
業
で
す
が
、
注
文
が
多
く
な
り

従
業
員
を
雇
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
30
人
が
働
い
て
い
ま

す
。
取
引
先
は
中
信
地
区
の
歯
科

医
院
を
中
心
に
、
県
外
も
含
め
て

２
０
０
件
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　

歯
科
技
工
士
一
人
ひ
と
り
の
卓

越
し
た
技
術
に
加
え
、
組
織
の
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

　

勝
野　
　

歯
科
技
工
物
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
で
作
る
た
め
、
手
作
業
が
多
く

量
産
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

歯
科
技
工
の
業
界
で
は
、
長
時
間

の
残
業
が
当
た
り
前
。
以
前
は
当

社
も
夜
遅
く
ま
で
働
く
こ
と
が
常

態
化
し
て
悩
み
の
種
で
し
た
。
そ

れ
が
、
小
椋
さ
ん
が
現
場
の
リ
ー

ダ
ー
に
な
っ
て
か
ら
は
残
業
が
大

幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

小
椋　
　

入
社
し
て
13
年
に
な
り
ま
す

が
、
私
が
働
き
始
め
た
頃
は
深
夜

残
業
が
慣
習
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
５
年
前
に
現
職
に
就
い

た
時
に
、
ど
う
に
か
働
き
方
を
改

善
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
労
働
時
間
の
短
縮
を

提
案
し
ま
し
た
。
現
場
か
ら
は

「
そ
ん
な
の
無
理
だ
」
と
い
う
反

応
も
あ
り
ま
し
た
。
長
時
間
働
く

こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ

て
い
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
改
善
を
重
ね
、
段
階

的
に
残
業
時
間
を
減
ら
し
て
、
最

終
的
に
は
定
時
で
の
退
勤
を
達

成
。
現
場
か
ら
も
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

勝
野　
　

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、
作
業
現
場

で
の
密
を
避
け
る
目
的
で
、
午
前

と
午
後
の
２
交
代
制
を
採
り
入
れ

ま
し
た
。
本
人
の
希
望
で
時
間
帯

を
選
ん
で
働
い
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
結
果
的
に
生
産
性
が
上
が
り

ま
し
た
。

　

現
場
の
こ
と
は
、
小
椋
さ
ん
に

一
任
し
て
い
ま
す
。
若
手
の
社
員

か
ら
も
信
頼
が
厚
く
従
業
員
の
声

に
よ
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
す
。
社

員
た
ち
が
目
指
す
模
範
的
な
リ
ー

ダ
ー
で
す
。

　

小
椋　
　

働
く
環
境
を
改
善
で
き
た
の

は
、
現
場
を
信
用
し
て
く
れ
る
社

長
の
お
か
げ
で
す
。
私
の
提
案
に

対
し
理
解
を
示
し
て
く
だ
さ
り
、

い
つ
も
背
中
を
押
し
て
く
れ
ま

す
。

（
次
号
に
続
く
）

【
問
い
合
せ
先
】

池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
事
務
局

℡（
６
２
）２
０
５
８

▲勝野則男さん・小椋梢さん

　

深
夜
残
業
の
日
々
が
一
転
。

　

残
業
０
に　　

　　

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
生
産
性
が
向
上

▲加工現場でも女性が活躍しています

　企業に見る
男女共同参画の取り組み　

有限会社有限会社
デンタルクラフトデンタルクラフト

（前編）

会社概要
所 在 地：池田町大字中鵜 2685-1

従業員数：30 人（男 12 人、女 18 人）

事業内容：歯科技工物・補
ほ て つ

綴物製造
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北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
管
内
で
は

本
年
８
月
末
時
点
で
17
件
の
火
災(

こ
の

う
ち
池
田
町
２
件
、
松
川
村
８
件
の
計
10

件)

が
発
生
し
ま
し
た
。
内
訳
は
建
物
火

災
３
件
、
そ
の
他
火
災
（
野
火
）
７
件
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
２
件
と
比
べ
て
大

幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
１
年
間
の
発
生
件
数
は
25
件
（
南

部
消
防
署
管
内
で
は
５
件
）
で
し
た
。

　

昨
年
の
出
火
原
因
は
、
火
入
れ
、
た
き

火
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
ス
ト
ー
ブ
、

こ
ん
ろ
、
煙
突
、
放
火
な
ど
に
よ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
出
火
原
因
の
多
く
は
不
注

意
に
よ
り
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
出
火
原
因
に
は
、
多
い
順
に
、

た
ば
こ
、
た
き
火
、
こ
ん
ろ
、
放
火
、
電

気
機
器
に
よ
る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
３
年
の
火
災
で
亡
く
な
っ
た
方
は

１
４
０
０
人
、
そ
の
内
建
物
火
災
に
よ
り

亡
く
な
っ
た
方
は
１
１
５
２
人
と
な
り
、

全
体
の
７
割
を
超
え
ま
す
。

　

住
宅
火
災
は
９
１
３
人
の
方
が
亡
く
な

り
、
こ
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

６
８
２
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
７

割
を
超
え
ま
す
。

　

住
宅
防
火
の
た
め
、
次
の
点
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

１　

寝
た
ば
こ
な
ど
は
せ
ず
、
た
ば
こ
の

火
は
し
っ
か
り
消
す
。

２　

ス
ト
ー
ブ
の
付
近
に
は
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
ず
、
給
油
す
る
と
き
は

火
を
消
す
。

３　

料
理
を
し
て
い
る
と
き
は
そ
の
場
を

離
れ
ず
、離
れ
る
と
き
は
火
を
消
す
。

４　

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な

い
。
行
う
時
に
は
消
火
用
具
の
準
備

を
す
る
。

５　

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
を
設
置

し
、
寝
具
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
は
防
炎

製
品
を
使
用
す
る
。

　

火
を
使
う
機
会
が
多
く
な
り
、
空
気
が

乾
燥
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
使
い
始

め
の
暖
房
器
具
の
点
検
や
燃
料
の
取
り
扱

い
な
ど
に
十
分
注
意
し
、
火
災
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
秋
季
全

国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９

住
宅
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

住
宅
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

安
曇
・
大
北
産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２

安
曇
・
大
北
産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２

イ
ケ
て
る　

開
催

イ
ケ
て
る　

開
催

　

雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
の
麓
に
あ
る
大
北
地

域
は
、
清
浄
で
乾
燥
し
て
い
る
空
気
と
き
れ

い
で
豊
富
な
水
が
あ
り
ま
す
。
松
川
、
池

田
、
大
町
の
大
北
地
域
に
は
数
多
く
の
企
業

が
あ
り
ま
す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
、
そ
の
種

別
と
し
て
建
設
業
・
製
造
業
・
情
報
通
信
業
・

運
輸
業
・
卸
売
業
・
小
売
業
・
不
動
産
業
・

飲
食
業
・
宿
泊
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
そ
の
他

の
業
種
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
そ
の
企

業
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
が
さ
れ
、
ど
の
よ
う

な
製
品
が
製
造
さ
れ
て
い
る
か
ご
存
じ
で
す

か
？

　

今
回
開
催
さ
れ
た
産
業
フ
ェ
ス
タ
は
、
そ

の
仕
事
内
容
と
製
造
品
な
ど
を
展
示
す
る
と

同
時
に
、
簡
単

な
製
造
品
の
実

演
を
目
の
当
た

り
に
し
て
い
た

だ
き
、
小
中
学

生
の
皆
さ
ん
が

将
来
の
進
路
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
機

会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
想
い
で
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

多
く
の
協
力
企
業
の
展
示
ブ
ー
ス
や
、
池
工

生
の
学
習
・
研
修
発
表
の
展
示
が
さ
れ
、
小

中
学
生
の
皆
さ
ん
に
参
考
と
な
る
催
し
と
な

り
ま
し
た
。

　

同
時
に
、最
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
ロ
ボ
ッ

ト
、ム
ラ
タ
セ
イ
サ
ク
君
、セ
イ
コ
ち
ゃ
ん
、

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

の
演
技
実
演
、「
希

望
を
胸
に　

夢
を

叶
え
る
」と
題
し

た
講
話
を
お
聴

き
い
た
だ
き
ま
し

た
。

Vol.88
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除雪にご協力をお願いします除雪にご協力をお願いします
　

雪
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
冬
期
間
の
安
全
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る

た
め
、主
要
道
路
を
中
心
に
除
雪
や
融
雪
剤
の
散
布

を
行
い
ま
す
。「
地
域
ぐ
る
み
」で
の
除
雪
に
、ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

積
雪
お
お
む
ね
10
㎝
を
目
安
と
し
て
、除
雪
委
託

契
約
者
が
出
動
し
、除
雪
を
行
い
ま
す
。な
お
、豪
雪（
積

雪
量
お
お
む
ね
40
㎝
以
上
）と
な
っ
た
場
合
は
、池
田

町
豪
雪
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
豪
雪
対
策
本
部

を
設
置
し
、各
地
区
防
災
会
長
と
連
携
し
な
が
ら
町

民
総
出
に
よ
る
除
雪
を
行
い
ま
す
。

▽
寄
せ
ら
れ
た
雪
の
除
雪
に
ご
協
力
を

　

除
雪
作
業
は
、道
路
上
の
雪
を
道
路
端
へ
寄
せ
る

作
業
と
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、除
雪
車
が
通
っ
た
後
、

玄
関
先
な
ど
に
雪
が
寄
せ
ら
れ
残
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、寄
せ
ら
れ
た
雪
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
路
上
駐
車
を
し
な
い

　

除
雪
作
業
の
支
障
に
な
る
ほ
か
、事
故
の
発
生
原

因
や
緊
急
車
両
の
活
動
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

▽
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い

　

事
故
防
止
の
た
め
、作
業
中
の
除
雪
車
へ
の
接
近

や
、無
理
な
追
い
越
し
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
道
路
や
水
路
に
雪
を
捨
て
な
い

　

雪
を
道
路
に
出
す
と
、圧
雪
に
よ
る
凹
凸
や
凍
結

に
よ
っ
て
、事
故
の
発
生
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、水
路
に
流
す
と
、詰
ま
っ
て
川
が
溢
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

▽
危
険
箇
所
に
は
目
印
を

　

構
造
物
な
ど
が
雪
に
隠
れ
て
し
ま
い
、除
雪
作
業

中
見
落
と
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
よ

う
な
危
険
箇
所
は
、あ
ら
か
じ
め
竹
ざ
お
を
立
て
る

な
ど
目
印
を
設
置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

▽
融
雪
剤
の
支
給
に
つ
い
て

　

道
路
や
歩
道
へ
散
布
が
必
要
な
場
合
は
、融
雪
剤

を
支
給
し
ま
す
。

▽
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す

が
、降
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は
出
勤
、通
学
時
に
終
わ

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。順
次
作
業
を
行
い
ま
す

の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
主
的
な
排
雪
に
備
え
て
、雪
捨
場
を
確
保
し
ま

す
。雪
捨
場
に
は
、砂
利
な
ど
が
混
入
し
た
雪
は
捨
て

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

除
雪
基
準
に
つ
い
て

　

除
雪
基
準
に
つ
い
て

　

除
雪
作
業
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い　
　
　

　

除
雪
作
業
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い　
　
　

　

雪
捨
場
の
ご
案
内　
　
　

　

雪
捨
場
の
ご
案
内　
　
　

道路を安全に利用するためにご協力をお願いします道路を安全に利用するためにご協力をお願いします
　

個
人
所
有
地
か
ら
道
路
へ

草
木
が
張
り
出
し
、通
行
の

支
障
、見
通
し
の
妨
げ
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
交
差
点
付
近
で
の
草

木
の
張
り
出
し
は
、見
通
し

の
妨
げ
に
よ
っ
て
事
故
の
発

生
原
因
と
な
り
え
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
か
ら
降
雪
の

時
期
を
迎
え
る
と
、雪
に
よ
っ

て
落
枝
や
倒
木
の
発
生
が
よ

り
一
層
懸
念
さ
れ
、こ
れ
ら

に
よ
り
通
行
や
地
域
の
除
雪

作
業
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
、こ
れ
ら
が
原
因

で
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場

合
、所
有
者
や
土
地
管
理
者

が
法
的
責
任
を
問
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

所
有
者
・
土
地
管
理
者
の

皆
さ
ま
に
は
、道
路
際
の
樹

木
の
剪
定
や
畦
畔
の
草
刈
り

な
ど
、道
路
の
安
全
確
保
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

今
一
度
チ
ェ
ッ
ク
を

お
願
い
し
ま
す

①
車
道
、
歩
道
に
草
木
が
張
り

出
し
て
い
な
い
か

②
道
路
の
見
通
し
の
障
害
に

な
っ
て
い
な
い
か
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
や
標
識
を
隠
し

て
い
な
い
か

③
道
路
へ
の
倒
木
の
恐
れ
が
な

い
か
、
折
れ
た
枝
が
道
路

に
散
乱
し
て
い
な
い
か

【
問
い
合
せ
先
】振
興
課  

建
設
係　

℡（
６
２
）３
１
３
０

【
問
い
合
せ
先
】振
興
課  

建
設
係　

℡（
６
２
）３
１
３
０
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移住ＰＲ動画配信中！移住ＰＲ動画配信中！

　移住定住係では、「移住希望者やより多くの方に町を知っていただこう !」と
いうことで、PR 動画を作成しています。町が誇る自慢の美しい景色をシリーズ
化した映像や、ピアノ芸人《まとばゆう》さんをゲストに迎え、町内案内の様子
や歌ネタの映像を YouTube で配信しています。池田町の良さを再認識していた
だける映像となっています。ぜひご覧いただくとともに多くの方へ紹介していた
だければ嬉しいです。SNS での拡散も大歓迎です !

『いけだにいけば』『いけだにいけば』をご存じですか？
池田町の魅力を動画で紹介しています！

～現在、vol.1 から vol.6 まで配信中です。（今後も定期的に作成していく予定です）～

町ＨＰ
「池田町紹介動画」
※ YouTube からも
　ご覧いただけます

【問い合せ先】総務課  移住定住係　℡ 62-3131

№ 83
西
山　

友
樹

西
山　

友
樹

振
興
課

振
興
課

商
工
観
光
係

商
工
観
光
係

　

私
の
つ
ぶ
や
き

　

信
州
に
来
て
２
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
を

執
筆
し
て
い
る
頃
は
、
黄
金
色
の
稲
穂
が
刈
り

取
ら
れ
、
半
袖
か
ら
長
袖
に
変
わ
る
初
秋
の
時

期
で
す
。
鈴
虫
が
鳴
き
、
金
木
犀
が
ほ
の
か
に

香
り
は
じ
め
、
薄
明
か
り
の
早
朝
に
、
寒
暖
差

に
軽
く
く
し
ゃ
み
を
し
て
し
ま
う
の
が
、
昔
か

ら
の
毎
年
の
恒
例
で
す
。

　

元
々
、
山
が
好
き
で
こ
ち
ら
に
移
住
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
私
で
す
が
、
２
年
経
っ
た
今
で

も
全
く
飽
き
ま
せ
ん
。
山
以
外
の
こ
と
で
も
四

季
を
感
じ
ら
れ
て
毎
日
、
さ
さ
や
か
な
幸
せ
を

感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

【
初
め
て
の
野
菜
づ
く
り
】

　

今
年
の
春
か
ら
、
妻
を
中
心
に
家
庭
菜
園
で

す
が
野
菜
を
作
り
始
め
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
空

い
た
時
間
に
せ
っ
せ
と
作
業
し
て
く
れ
て
い
る

妻
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
妻
の
努
力

と
近
隣
の
先
輩
方
か

ら
ご
教
授
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
、
実
り

の
収
穫
と
な
り
ま
し

た
。
な
か
な
か
う
ま

く
育
た
な
か
っ
た
野

菜
も
あ
り
ま
し
た
が
、
逆
に
ナ
ス
や
ゴ
ー
ヤ
が

た
く
さ
ん
取
れ
過
ぎ
て
毎
日
食
卓
に
並
び
過
ぎ

て
、
少
し
飽
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う
２
年

分
は
食
べ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
で
す

笑
。
農
家
さ
ん
に
聞
く
と
毎
日
一
緒
の
食
材
が

並
ぶ
の
は
「
農
家
あ
る
あ
る
」
み
た
い
で
、
そ

れ
は
そ
れ
で
地
域
の
仲
間
に
近
づ
い
た
よ
う
な

気
が
し
て
悪
い
気
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後

も
さ
さ
や
か
で
す
が
、
野
菜
作
り
も
楽
し
み
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
礼
儀
正
し
い
池
田
の
学
生
た
ち
】

　

２
年
も
過
ぎ
る
と
、
地
域
の
人
と
の
交
流
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
人
の
特
徴
と
し

て
特
に
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
「
学
生
た
ち
の

挨
拶
が
素
晴
ら
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
す

れ
違
う
瞬
間
や
、
横
断
歩
道
を
渡
る
時
も
、

し
っ
か
り
と
挨
拶
し
て
く
れ
ま
す
。
時
に
は
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
中
の
黒
の
上
下
の
服
に
ニ
ッ
ト
帽

と
手
袋
を
し
た
「
怪
し
い
私
」
に
ま
で
挨
拶
し

て
く
れ
た
時
は
少
し
危
険
に
思
っ
た
方
が
い
い

よ
と
感
じ
た
ほ
ど
で
し
た
笑
。
長
野
県
は
教
育

県
と
言
い
ま
す
が
、
特
に
池
田
町
の
学
生
は

真
っ
直
ぐ
に
育
っ
て
い
て
そ
う
い
う
環
境
も
素

晴
ら
し
く
こ
れ
か
ら
も
の
び
の
び
と
成
長
し
て

ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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学
校
と
地
域
が
連
携
・
協
働
し
、共
に
保

育
園
・
学
校
、地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
の
活
動
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
か
ら
、校
庭
な
ど
を
除
草
・
整

地
す
る
た
め
の
装
置
の
製
作
や
、戦
争
講

話
、授
業
で
の
木
工
製
作
、和
裁
・
洋
裁
、書

写
な
ど
の
支
援
な
ど
多
岐
に
渡
り
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。今
後
も
保
育

園
・
学
校
活
動
へ
の
支
援
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、園
児・児
童・生
徒
が
参
加
し
て
、

共
に
地
域
づ
く
り
の
活
動
を
進
め
て
い
け

る
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル

活
動
紹
介　

活
動
紹
介　

１月号掲載俳句募集

はがきまたはメールに作品１点を
記入し、11 月末までに投稿して
ください。
作品には①住所（番地まで）②地区
名 ③氏名 ④電話番号 ⑤学校名と
学年（中学生以下の方）を明記し
てください。
投稿作品の語句等の修正は原則行
いませんのでご了承ください。投
稿多数の場合は抽選により掲載し
ます。

■あて先
　〒 399-8696（住所不要）
　池田町　総務課総務係

℡ 62-3131
■メール
　soumu@town.ikeda.nagano.jp

（
池
田
俳
句
会
選
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
を
順
不
同
で
掲
載
。
作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て

ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ゆ
つ
た
り
と
送
る
老
い
の
身
敬
老
日　
　

藤
澤
美
智
子
（
吾
妻
町
）

草く
さ
む
ら叢

の
宅
地
予
定
地
虫
す
だ
く　
　
　
　

横
山
さ
ゆ
み
（
林

中
）

胃
の
検
査
医
師
の
笑
顔
や
秋
う
ら
ら　
　

戸
坂
二
三
子
（
林　

中
）

爽さ
わ

や
か
や
ぴ
ん
こ
ろ
地
蔵
に
ぎ
わ
い
ぬ　

降
幡
か
ほ
る
（
二
丁
目
）

秋
の
雲
鯨
の
親
子
泳
ぎ
け
り　
　
　
　
　

矢
嶋
さ
ほ
子
（
十
日
市
場
）

遠
ざ
か
る
母
の
教
訓
冬
支
度　
　
　
　
　

中
沢　

恵
（
十
日
市
場
）

稲
穂
波
分
け
て
一
輛
電
車
く
る　
　
　
　

吉
原
美
代
子
（
五
丁
目
）

い
ま
分
か
る
母
の
小
言
や
鵙も

ず

の
声　
　
　

荒
井
ふ
み
江
（
四
丁
目
）

立
ち
こ
ぎ
で
自
転
車
通
学
秋
高
し　
　
　

宮
沢　

宗
佑
（
中
之
郷
・
高
瀬
中
１
年
）

流
星
は
君
だ
つ
た
の
か
訃
報
く
る　
　
　

石
原　

孟　

（
南

台
）

▶【
除
草・整
地
装
置
】

校
庭
で
の
除
草
・
整

地
の
た
め
、
改
良
を

繰
り
返
し
製
作
い
た

だ
い
た
装
置

認知症とともに生きる町　～映画上映会のお知らせ～認知症とともに生きる町　～映画上映会のお知らせ～
　

池
田
町
の
高
齢
化
比
率
は
令
和
４
年
４
月
時

点
で
40
％
を
超
え
、
介
護
は
よ
り
身
近
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
知
る
こ

と
で
、
自
分
や
身
近
な
人
が
認
知
症
に
な
っ
た

時
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。
映
画
を
通
じ
て
認
知
症
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

『
ケ
ア
ニ
ン
～
あ
な
た
で
よ
か
っ
た
～
』上
映
会

《
日
時
》
12
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　
　

開
場　

午
後
12
時
45
分

　
　
　
　
　

上
映　

午
後
１
時
20
分
～

午
後
３
時
20
分

《
場
所
》交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

《
定
員
》１
０
０
人
（
先
着
順
）

《
申
込
方
法
》平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
、
健
康
福
祉
課
窓
口
ま

た
は
電
話
に
て
受
付
。

《
主
催
》北
ア
ル
プ
ス
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
・
池
田
町

【
問
合
せ
先
】

健
康
福
祉
課  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡（
６
１
）５
０
０
０

▶【
戦
争
講
話
】

地
域
の
方
の
体
験
談

を
聞
き
、よ
り
身
近

に
戦
争
を
感
じ
る

広報いけだ 15



　

長
野
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
施
策

の
一
環
と
し
て
、
既
存
住
宅
な
ど
の
省
エ
ネ

改
修
を
促
進
す
る
た
め
に
、
一
定
の
知
識
、

技
術
を
習
得
し
た
建
築
士
が
、
今
お
住
い
の

住
宅
の
省
エ
ネ
性
能
の
無
料
診
断
と
改
修
の

提
案
を
行
い
ま
す
。

《
制
度
詳
細
・
申
込
》

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
か
ら
「
建
築
物
の
省
エ
ネ
改
修

サ
ポ
ー
ト
制
度
」
で
検
索
（
長
野
県
の
Ｈ

Ｐ
）
ま
た
は
県
か
ら
事
業
を
受
託
し
て
い
る

「
（
公
社
）
長
野
県
建
築
士
会
」
へ
お
電
話

く
だ
さ
い
。

【
問
】
（
公
社
）
長
野
県
建
築
士
会

℡　

０
２
６
（
２
３
５
）
０
５
６
１

　

交
通
安
全
・
防
犯
体
験
セ
ミ
ナ
ー
（
第
32

回
交
通
安
全
・
防
犯
町
民
大
会
）
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

《
日
程
》

　

11
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

《
場
所
》

　

交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

《
内
容
》

・
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
付
運
転
適
性
診
断

機「
ア
ク
セ
ス
チ
ェ
ッ
カ
ー
」【
先
着
30
人
】

・
Ｍ
Ｙ
リ
フ
レ
ク
タ
ー
「
反
射
板
作
成
教

室
」
【
先
着
30
人
】

・
安
全
運
転
講
習
「
無
事
故
を
目
指
し
て
」

・
防
犯
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

・
大
北
防
犯
協
会
連
合
会
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
紙
芝
居

【
問
】住
民
課
環
境
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

　

今
年
の
４
月
か
ら

１
人
欠
員
と
な
っ
て

い
ま
し
た
教
育
委
員

会
委
員
に
小
林
崇
浩

氏
（
48
歳
・
鵜
山
）
が
９
月
21
日
付
け
で
議

会
の
同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
高
瀬

中
学
校
の 
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
消
防
団
ラ
ッ
パ

長
な
ど
小
林
委
員
の
経
験
を
活
か
し
て
今

後
、
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
の
任
に
あ
た

り
ま
す
。
任
期
は
令
和
６
年
10
月
11
日
ま
で

で
、
前
教
育
委
員
の
残
任
期
間
で
す
。

【
問
】
学
校
保
育
課
学
校
保
育
係

℡
（
６
１
）
１
４
３
０

　

農
業
者
年
金
は
「
農
業
者
に
も
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
並
み
の
年
金
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
国
に
要
請
運
動
を
行
い
実
現
し

た
、
農
業
者
の
た
め
の
制
度
で
す
。

農
業
者
年
金
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

①
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
少
子
高
齢
化

時
代
に
強
い

②
事
務
経
費
は
国
が
負
担
し
て
い
る
た
め
、

支
払
っ
た
保
険
料
の
多
く
が
年
金
資
産

の
運
用
に
回
る

③
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
る

④
保
険
料
は
月
額
２
万
円
～
６
万
７
０
０
０

円
の
中
で
自
由
に
決
め
ら
れ
る
（
35
歳

未
満
の
方
は
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば

１
万
円
に
引
き
下
げ
可
）

⑤
一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業
者
に
は
保
険

料
の
国
庫
補
助
が
あ
る

⑥
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
死
亡
一
時
金
が

あ
る

⑦
受
給
予
定
の
年
金
額
が
支
払
っ
た
保
険
料

を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
補
て
ん
さ
れ
る

仕
組
み
が
あ
る

　

60
歳
未
満
（
国
民
年
金
任
意
加
入
者
は
65

歳
未
満
）
の
、
保
険
料
免
除
を
受
け
て
い
な

い
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年
間 

60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は
加
入

で
き
ま
す
。
農
業
者
年
金
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
ま
た
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
大
北
の
支
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
（
６
２
）
３
１
２
７

　

税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
主
の
方
の
青
色

申
告
決
算
書
の
作
成
方
法
や
作
成
に
あ
た
っ

て
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
青
色
申
告
会

の
協
力
を
得
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

農
業
所
得
を
有
す
る
青
色
申
告
者
対
象

《
日
時
》
12
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

《
会
場
》
Ｊ
Ａ
ア
プ
ロ
ー
ド
２
階

オ
ー
ロ
ラ
ホ
ー
ル

《
備
考
》
事
前
予
約
制
。
12
月
２
日
（
金
）

午
後
４
時
ま
で
電
話
に
て
受
付
。

【
連
絡
先
】

　

大
町
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

℡
（
２
２
）
０
６
７
４

事
業
所
得
を
有
す
る
青
色
申
告
者
対
象

《
日
時
》
12
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

《
会
場
》
池
田
町
商
工
会
館

《
備
考
》
先
着
順
。
定
員
に
達
し
た
場
合
は

ご
参
加
い
た
だ
け
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
問
】大
町
税
務
署　

℡（
２
２
）０
４
１
０

※
自
動
応
答
音
声
に
よ
る
案
内
が
あ
り

ま
す
の
で
、
「
２
」
番
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

　

住
宅
の
省
エ
ネ
性
能
を

無
料
で
診
断
し
ま
す　

交
通
安
全
・
防
犯
体
験
セ
ミ
ナ
ー
開
催

【
新
】
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

令
和
４
年
分
青
色
決
算
説
明
会
開
催
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○
今
度
こ
そ
奈
良
・
京
都
へ

　

８
月
に
予
定
し
て
い
た
修
学
旅
行
で
す
が
、

実
施
直
前
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
７
波

が
到
来
し
た
た
め
、生
徒
の
安
全
面
を
最
優

先
し
11
月
に
延
期
し
ま
し
た
。変
更
後
の
日

程
は
、11
月
11
日
～
13
日
の
２
泊
３
日
の
予

定
と
な
り
ま
す
。昨
年
、一
昨
年
と
目
的
地
を

県
内
に
変
更
し
１
泊
の
縮
小
実
施
と
し
て
い

ま
し
た
の
で
、実
施
で
き
る
と
３
年
ぶ
り
の

奈
良・京
都
と
な
り
ま
す
。感
染
対
策
を
万
全
に
、

楽
し
ん
で
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
資
源
回
収
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

８
月
末
か
ら
行
っ
た
資
源
回
収
で
は
、学
校

ま
で
届
け
て
い
た
だ
く
と
い
う
方
法
に
も
か

か
わ
ら
ず
、保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ま
の
全
面

的
な
ご
協
力
に
よ
り
、た
く
さ
ん
の
ア
ル
ミ

缶
、牛
乳
パ
ッ
ク
が
回
収
で
き
ま
し
た
。な
か
に

は
、高
瀬
中
の
資
源
回
収
の
た
め
に
何
年
も
集

め
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

地
域
の
方
の
高
瀬
中
を
大
切
に
思
う
気
持
ち

を
感
じ
、心
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。ア
ル
ミ
缶

１
１
７
０
kg
、牛
乳
パ
ッ
ク
７
６
０
kg
が
集
ま

り
、収
益
金
は
12
万
８
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

生
徒
会
活
動
の
充
実
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
】
高
瀬
中
学
校　

℡
（
６
２
）
２
１
７
１

　

事
業
者
で
消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
か

ら
知
り
た
い
方
向
け
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

関
す
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

《
会

場
》
大
町
税
務
署　

会
議
室

《
日　

時
》
11
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
　

12
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

《
定

員
》
各
回
15
人

　
　
　
　
　

（
事
前
登
録
制
／
先
着
順
）

《
内

容
》
消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
基
本
的

な
事
項

《
そ
の
他
》
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
な
ど
に
よ
り
相

談
会
の
開
催
を
延
期
ま
た
は

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
】
大
町
税
務
署　

個
人
課
税
部
門　

℡
（
２
２
）
０
６
７
４

法
人
課
税
部
門　

℡
（
２
２
）
０
８
９
２

　

色
と
り
ど
り
な
参
加
者
が
、
い
つ
も
と
ひ

と
味
違
う
安
曇
野
の
魅
力
を
演
出
し
て
く
れ

る
催
し
が
、
安
曇
野
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

あ
な
た
好
み
の
彩
り
を
探
し
に
、
秋
の
安

曇
野
へ
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

《
日
時
》
11
月
３
日
（
木
・
祝
）
～
６
日
（
日
）

《
場
所
》
池
田
町
・
松
川
村
・
安
曇
野
市
の

各
店
舗

※
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
観
光
協
会
ま
た
は
出
展

の
各
店
舗
か
ら
お
取
り
い

た
だ
く
か
、
安
曇
野
ス
タ

イ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
】
安
曇
野
ス
タ
イ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
行
委
員
会

　

電
子
メ
ー
ル

azum
inostyle.nw

@
gm

ail.com
第
17
回
安
曇
野
ス
タ
イ
ル
２
０
２
２
開
催

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
開
催

今
月
の
高
瀬
中
学
校
！
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池田町空き家バンクに登録しませんか？

●登録された物件は、町ホームページや不動産ポータルサイト「ココスマ安曇野」
　に掲載し、広く紹介していきます。

【問い合せ先】総務課  移住定住係　℡ 62-3131

●売買・賃貸の契約締結後、改修・片づけ・解体の補助制度が利用できます。
●中古住宅に付随する小規模な農地も、一緒に売却することが可能です。

空き家をお持ちで、売却や賃貸をお考えの方は、お気軽にご相談ください。
これまで登録 105 件のうち、売買 73 件、賃貸 12 件　成立しています。（令和 4 年 10 月時点）

▲町 HP

池田町空き家バンク制度は、空き家の利活用を目的として、
連携している不動産業者が売却・賃貸を仲介する制度です。

《 有 料 広 告 欄 》



広
報
い
け
だ

℡
０
２
６
１
（
６
２
）
３
１
３
１　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１
（
６
２
）
９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

soum
u@

tow
n.ikeda.nagano.jp

発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

総
務
課　

総
務
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３-

６

印
刷　

川
越
印
刷
株
式
会
社　

  

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、池田町総務課総務係　℡ 62-3131 へどうぞ。

広
報
い
け
だ

　
　
　
令
和
４
年
10
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
２
年
11
月
号
（N

o.673

）

《

有

料

広

告

欄

》
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池田町メール配信サービスにご登録ください池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから

期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

３日（木・祝）
池田・松川 松本クリニック 61-5151

大町市内 伊東医院 22-0077

６日（日）
池田・松川 せりざわクリニック 62-3000

大町市内 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555

13 日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 柿下クリニック 21-1230

20 日（日）
池田・松川 吉村医院 61-5666

大町市内 遠藤内科医院 22-0031

23 日（水・祝）
池田・松川 みどりクリニック 62-5225

大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

27 日（日）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210

大町市内 菊地クリニック 21-2580

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  

■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

３日（木・祝） オクハラデンタルクリニック 23-0500

６日（日） あづみ野歯科 62-2332

13 日（日） いいざわ歯科医院 23-7050

20 日（日） 小谷歯科医院 82-2762

23 日（水・祝） 大町病院口腔外科 22-0415

27 日（日） 小田切歯科医院 62-3134

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

３日（木・祝） 池田土屋薬局 61-5021

６日（日） 池田土屋薬局 61-5021

13 日（日）

キムラ薬局 62-5210

フロンティア薬局安曇野店 61-5500

日本調剤北アルプス薬局 85-2333

20 日（日） 松川とをしや薬局 61-1527

23 日（水・祝） 内川薬局板取 62-9912

27 日（日） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

■11月の主な行事
期　　日 行　事　名
２日（水） 高瀬中　参観日・PTAバザー

３日（木・祝）

大篠田展（～12月10日）

信州池田クラフト展2022（～12月10日）

みんなの文化祭（芸能発表）

５日（土） 第６回池田町創造館秋まつり（～６日）

９日（水） 秋の火災予防運動（～15日）

12 日（土） 図書館まつり（～13日）
※新型コロナウイルス感染拡大状況によって中止となる場合があります。

■11月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

  3 日（木・祝） （有）環境クリーンサービス ０９０-８７７３-４０８８

  5 日（土） （有）一本木建設 ２２-８４９８

  6 日（日） （株）千村設備工業 ０２６３-５８-２３１０

  12 日（土） （株）ピュアハウス ８５-０９７０

  13 日（日） （有）サン設備工業 62-2448

  19 日（土） （有）テクノ安曇野 ６２-７００５

  20 日（日） 稲洋水道（株） ０９０-１２００-９７３１

  22 日（火・祝）（株）クサダ ０２６３-４８-３１１９

  26 日（土） （有）信州保温 ０９０-４６１５-３２９９

  27 日（日） （有）東設備 ０９０-３０８３-３７７０

■11月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
10月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,396人　（△7）
　　　男 4,547人　（△2）　女　4,849人（△5）
●世帯数 4,048世帯（＋5）■11月の納税等

固定資産税③、国保税・後期高齢⑤　　　　【納期限11月30日】
※ 口 座 振 替 日 は 11 月 28 日（ 月 ）で す。前 日まで に 残 高 の 確 認 を お 願 いします。


